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研究成果の概要（和文）：看護業務は，患者の移送など重量物取り扱い業務に分類され，腰
痛発生リスクを伴うものが多い．本研究では，看護技術動作のひねり動作が腰部へおよぼ
す負荷量を定量的に示し，介助方法別に比較する手法を提案した．  
 
研究成果の概要（英文）：Most nurses suffer from some lower back pain(LBP). This study 
focuses on “twist” which is one of factors of LBP. We measured the twist angle of the 
lumbar region and the surface electromyogram (EMG) in three methods of transferring 
a patient from a bed to a wheelchair. We suggest the method which can compare the 
differences of the load on the lumber region by quantifying the twist in each nursing 
practice. 
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１．研究開始当初の背景  本研究では腰痛の原因が「患者の状況に

合わせた看護動作」である点に着目し，看
護動作における腰部への負荷量を，逆に看
護の量を測定するための指標として活用で
きないか考えた．この成果をもとに，腰部
への負荷量を看護の量として数値化，定量
化することができれば，看護情報として利
用可能となり，看護実践データ（回数，所
要時間など）および患者データ（体格，ADL
など）と併せて，効率的に看護の質を評価
するシステムの構築へもつながる．また各
看護技術動作を定量的に測定することによ
り，日々の看護業務から，腰痛発生リスク

 看護師の腰痛発症率は調査によって若干
異なるが７割前後を占めるとする報告が多
く，腰痛予防対策の必要性が以前から指摘
されている．しかし，直接的な看護では患
者の状態に合わせて看護技術を提供するた
め，無理な姿勢で動作をすること場面が多
い．よって依然として看護師の腰痛の発症
率は高く，臨床現場では腰痛予防に対する
完全な対策はなされていないのが現状であ
る． 
 
２．研究の目的 



表 2．前傾姿勢における実験項目 を予測可能となり，腰痛予防教育を徹底で
きる．既にわれわれは携帯型の作業姿勢診
断システムを開発し，移乗動作には腰痛の
原因となる中腰や前かがみ姿勢が多く含ま
れることを定量的に分析している．さらに
腰痛原因である『ひねり』の定量化を合わ
せて行うことで，深刻な問題である腰痛発
症予防のため，客観的評価の精度を上げる． 

  両足揃え  両足肩幅  

 ひねりなし 前傾 30° 前傾 30° 

ひねり（左へ） 30° 60° 90° 30° 60° 90° 

ひねり（右へ） 30° 60° 90° 30° 60° 90° 

 ひねりなし 前傾 60° 前傾 60° 

ひねり（左へ） 30° 60° 90° 30° 60° 90° 

ひねり（右へ） 30° 60° 90° 30° 60° 90° 

 ひねりなし  前傾 90° 

ひねり（左へ）  θma x （＜90°）  

ひねり（右へ）   θma x （＜90°）  

 

 
３．研究の方法 
 基本作業姿勢およびベッドから車椅子へ
の移乗介助動作時の腰背部のひねり（ひね
り角度センサ）と筋活動量（表面筋電図）
の測定を行う． 

 
(2)直立姿勢と前傾姿勢における腰部のひね
り角度と表面筋電図の分析方法 

  本実験では，計測開始から姿勢確定まで
（約 5 秒間）の間で，ひねり角速度{Hi}の絶
対値が最大の時点までの区間における，ひね
り角加速度{Ai}の絶対値が最大の時点をひね
り動作開始の時点 Teとする．Te から時間幅
Ne=2000 [ms]の積分筋電図(筋負荷量)を 

１）基本動作の腰部ひねりとその負荷 
(1)基本動作の腰部ひねり角度と表面筋電図
の計測計測 
まず腰部のひねりとその負荷の関係を調

べるため，被験者 30 名に対して以下の実験
行った．計測は，立位で足を固定し行った．
腰部のひねり角度は，直立姿勢，前傾姿勢
が加わった場合ともに，目視により，両肩
を結ぶ線を俯瞰的に床にひいた角度線（0°，
30°，60°，90°）上に一致させることにより
確定する．直立姿勢におけるひねり動作で
は，直立姿勢（ひねり角度 0°）および直立
姿勢から左右に 30°，60°，90°のひねりを加
えた動作を，両足を揃えた場合と両足を肩
幅に開脚した場合について実施する．表 1
に，実施した 14 動作を示す． 

               

 
 表 1．直立姿勢における実験項目 

 
また前傾姿勢におけるひねり動作では，

上体の 30°，60°前傾姿勢に対し，前傾姿勢
のみ（ひねり角度 0°）および左右に 30°，
60°，90°のひねりを加えた動作を，両足を
揃えた場合と両足を肩幅に開脚した場合に
ついて実施する（2×2×7=28 動作）．なお，
前傾 90° においては，ひねり動作が被験者
の過度な負荷とならないよう，両足を肩幅
に開脚した場合について，前傾姿勢のみ（ひ
ねり角度 0°），および左右ひねり動作につ
いては，被験者にとって可能な最大角度 
(θmax) まで各 1 動作ずつ（3 動作）とする．
表 2 に，実施した 31 動作（28+3=31 動作）
を示す． 
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により計算する．そして，ひねり角度{Gi}の
絶対値の最大値 MaxG と ETe，ひねり角速度
{Hi}の絶対値の最大値 MaxHと ETe，ひねり角
加速度{Ai}の絶対値の最大値MaxAとETeのそ
れぞれの分布と相関を求める．ここで，ひね
り角度に関して絶対値を用いるのは，ゴニオ
メータの計測値が正負の違いによって屈曲
方向を識別するのに対し，本実験では，ひね
りの大きさについてのみ分析対象としてい
るからである． 
   両足揃え  両足肩幅  

 ひねりなし  直立 0° 直立 0°  

ひねり（左へ）  30° 60° 90° 30° 60° 90°

ひねり（右へ）  30° 60° 90° 30° 60° 90°

２）ベッドから車椅子への移乗介助時の腰
部ひねりとその負荷 
ベッドから車椅子への移乗介助は，中腰

姿勢や患者を抱えての前屈や移動を含み，
加えて患者の状態や狭い病床環境によって，
無理なひねり動作が生じる可能性が高く，
腰痛を引き起こしやすいといわれている．
そこで，基本動作実験で得られた結果を踏
まえ，実際の臨床現場や看護基礎教育で実
施されている「ベッドから車椅子への移乗
介助」の主な 3 つの方法について，腰部の
ひねり角度と表面筋電図を計測し，腰部ひ
ねりが腰部筋に及ぼす影響を明らかにする． 
看護基礎教育の教科書で示されているベッ
ドから車椅子への移乗介助は，目的別に次の
①～④の一連の動作となる． 
① 臥床している被介助者をベッドの中央か

ら端に寄せる. 
② 被介助者の上体を起こし，端座位にする． 
③ 車椅子へ移乗する． 
④ 車椅子上で姿勢を整える． 
 動作開始から終了までの動作①～動作④
の区分は，以下のとおりである． 



動作①：介助者がベッドサイドで被介助者に
向かい立位姿勢で動作を開始する直前から，
被介助者をベッドの端に寄せて動作②に移
る直前までとする．方法 1，方法 2 では，被
介助者の両下肢の水平移動が完了した時点
まで，方法 3 は被介助者の側臥位が完了した
時点までとする． 
動作②：動作①が完了した時点から，被介助
を端座位にし，足元の履物を履かせた後，介
助者自身が立ち上がった時点までとする． 
動作③：動作②が完了した時点から，被介助
者を車椅子に座らせ，前傾した介助者の上体
が元に戻った時点までとする． 
動作④：動作③の完了時点から，被介助者の
姿勢を整え，フットレストに足を乗せた後，
介助者自身が立位姿勢に戻るまでとする． 
(1)ベッドから車椅子への移乗介助時の腰
部ひねり角度と表面筋電図の計測 

ベッドの高さは車椅子の座面と合わせ
44cm とした．被験者は，看護技術を習得し
ている女性 7 名で，3 つの方法を比較するに
当たり，移乗介助を日常業務としていない者
とした．平均年齢 25.7(±7.1)歳，平均身長
157.4(±4.6)cm，BMI は平均 21(±1.4)で，ほ
ぼ同様の標準体型である．なお，実験は同一
被介助者に対して行った． 
 
(2) ベッドから車椅子への移乗介助時の腰
部ひねり角度と表面筋電図の分析方法 

ベッドから車椅子への移乗介助は，動作開
始から終了まで常に動作・姿勢が変化し，
それに伴ってひねり角度，表面筋電図も変
化し続ける．積分筋電図（筋負荷量）につ
いては， 

 

おける時間幅を Ne=500 [ms]と短く設定し，
次式により積分筋電図の平均値EMeを求め
た．そして，ひねり角度について，ひねり
角度{Gi}の絶対値の平均 MeanG と EMe，ひ
ねり角速度{Hi}の絶対値の平均 MeanH と
EMe，ひねり角加速度{Ai}の絶対値の平均
MeanA と EMeの相関を求めた． 

４．研究成果 
１）基本動作の腰部ひねりとその負荷の定量
化による関係 
ひねり動作と腰部負荷の関係を明らかに

するために，ひねり角度センサ（ゴニオメ
ータ）を使い，直立姿勢におけるひねりと，
前傾姿勢におけるひねりを基本動作として，
両足を揃えて閉じた場合と，肩幅に開いた
場合の，姿勢が変化する際（過渡期）のひ
ねりと表面筋電図の関係を調べた．結果，
腰部のひねり角度，ひねり角速度，ひねり

角加速度と脊柱起立筋の積分筋電図との間
には正の相関があり，ひねりが腰部負荷へ
の影響因子であることを示した．直立姿勢
で，両足を肩幅に開き身体が安定している
場合は，動作によるひねり角速度の影響が
大きく，十分安定していない場合には，身
体の姿勢維持に筋が大きく活動するため，
ひねり角度の影響が大きい傾向にある．ま
た，身体が安定した状態での前傾では，上
体の重量がひねり動作速度に影響するため，
ひねり角加速度が最も腰部負荷に影響する
ことを示した．本実験により，ひねり角度
だけでなく，ひねり角速度，ひねり角加速
度が腰部負荷に及ぼす影響を明らかにする
ことができた．さらに前傾角度が増すほど，
ひねりが腰部へ及ぼす影響がより大きくな
り，腰部負荷としては，最もリスクの高い
状況であることを示した． 

 
２）ベッドから車椅子移乗介助時の腰部ひ
ねりとその負荷の定量化による関係 

ベッドから車椅子移乗技術の 3 つの方法
を目的別に 4 つの動作に分け，ひねり動作
が腰部に及ぼす負荷を定量化し，介助方法
別に比較分析した．結果，ひねり角度，ひ
ねり角速度，ひねり角加速度が腰部へ及ぼ
す影響について，同じ目的である移乗介助
動作でも，介助方法による違いをわかりや
すく示すことができた．また，左右別にひ
ねりに対応した負荷量を定量化することで，
介助方法による腰部に加わるアンバランス
な負荷を示し，より腰部に負荷の少ない介
助方法を提示することができた．  
今後，本研究で行った定量化を日常にお

ける様々な看護ケアに適用し，より負荷の
少ないケア方法を周知することで，看護業
務における看護職の負荷の軽減，看護の質
の向上，看護技術教育などに活かすことが
でき，看護職を悩ます腰痛予防対策へもつ
なげていけると考える． 
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